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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

文
部

科
学
大

臣
か
ら

南

あ

わ
じ
市
体
育
指
導
委
員
長
の

阿
部
茂
幸
さ
ん
（
沼
島
）
に
、

全
国
体
育
指
導
委
員
功
労
者

表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
、
10
年
以
上

に
わ
た
り
体
育
指
導
委
員
を

務
め
ら
れ
、
淡
路
地
区
会
長

や
兵
庫
県
副
会
長
も
歴
任
。

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
部

科
学
大

臣
か
ら

社
会
教

育
功
労
者
表
彰
（
青
少
年
教

育
）
が
、
森
崎
文
明
さ
ん
（
福

良
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
崎
さ
ん
は
、
元
国
立
淡

路
青
少
年
交
流
の
家
職
員
で
、

お
め
で
と
う

レタス・白菜・玉葱冬季の農作業
　市内各地で現在、玉葱の定植やレタス・白菜の収穫、出荷が盛期を

迎えています。玉葱の定植では、手植えから「移植機」を導入する農

家が増えました。レタス収穫では、人手で１球ごと丁寧に収穫された

レタスを自動で包む「包装機」など、機械化による省力化が進んでい

ます。昨年秋には雨が多く、野菜の植え付けに苦労がありましたが、

12月のレタスの市場価格は良く、正月以降も農家の皆さんは、他の

野菜にも期待を膨らませながら農作業に励まれています。
▲だんじり唄を熱唱する愛好グループの皆さん

退
職
後
も
外
部
指
導
員
と
し

て
、
海
洋
学
習
の
指
導
と
安
全

確
保
に
携
わ
り
、
長
年
に
わ
た

り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年

に
わ
た

り
、
淡

路
人
形

座
で
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
保
存

と
継
承
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
由

井
花
子（
芸
名
：
竹
本
友
喜
美
）

さ
ん
（
福
良
）
に
文
部
科
学
大

臣
か
ら
地
域
文
化
功
労
者
表
彰

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
が

地
域
文

化
の
向

上
に
貢

献
し
た
人
を
表
彰
す
る
「
と
も

し
び
の
賞
」。
こ
の
ほ
ど
、
だ
ん

じ
り
唄
指
導
者
の
阪
本
栄
治
さ

ん
（
阿
万
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

阪
本
さ
ん
は
、
淡
路
だ
ん
じ

り
唄
振
興
会
会
長
や
淡
路
素
義

審
査
会
、
淡
路
人
形
協
会
の
役

員
も
勤
め
、
地
域
の
伝
統
芸
能

継
承
に
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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淡
路
人
形
座
と
三
原
・
淡
路
三

原
高
校
郷
土
部
の
２
団
体
が
、
こ

の
ほ
ど
海
外
公
演
を
行
い
ま
す
。

　

三
原
・
淡
路
三
原
高
校
は
、
１

月
５
日
か
ら
10
日
間
、
フ
ラ
ン
ス

の
パ
リ
市
と
ク
ロ
ミ
エ
市
で
公

演
。
淡
路
人
形
座
は
２
月
10
日
か

ら
約
１
か
月
、
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ

ダ
の
主
要
都
市
で
公
演
し
ま
す
。

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
は
、
国
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
日
本
を
代
表
す
る
伝
統

芸
能
と
し
て
、
海
外
か
ら
の
人
気

も
高
く
、
昭
和
33
年
か
ら
述
べ
23

回
に
わ
た
り
、海
外
公
演
を
行
い
、

地
元
の
方
々
と
文
化
交
流
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。交
流
は
今
も
続
き
、

今
回
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
る
三
原
・

淡
路
三
原
高
校
は
、
過
去
に
淡
路

人
形
座
が
訪
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
交
流
が
新
た
な
交
流
を

生
ん
で
い
ま
す
。

　

12
月
、
高
校
生
た
ち
は
「
日
本
の

伝
統
文
化
を
し
っ
か
り
と
伝
え
た

津
井
幼
稚
園
児
が
山
田
脩し

ゅ
う
じ二

さ
ん
と
交
流

昔
な
が
ら
の「
だ
る
ま
窯が

ま

」で
焼
き
芋

▲練習に励む三原・淡路三原高校郷土部員

▲だるま窯を前に、山田さん（左奥）と園児たち

　

瓦
産
業
が
さ
か
ん
な
津
井
地
区

広報 

南淡路だんじり唄交流会元気な唄声響く
　壇尻を持たない団体のだんじり唄交流「第 13回南淡路だ

んじり唄交流会」が 12月７日、10 団体が出演して、今年

３月に閉校する志知高校で開かれました。子どもの元気な唄

から指導者の熟練の唄まで、老若男女の唄声が体育館に響き

わたり、会場からは大きな拍手が送られていました。「岸壁

の母」の演目で出演した志知高校郷土芸能部もOBとの共演

で感情のこもった熱演を見せていました。
▲一球一球丁寧に収穫されるレタス（市善光寺）

で
は
、
か
つ
て
瓦
を
焼
く
小
型
の

「
だ
る
ま
窯
」
が
２
０
０
基
ほ
ど
点

在
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
近
年

の
大
量
生
産
化
に
伴
い
、
大
型
の

ガ
ス
窯
が
主
流
に
な
り
、
そ
の
姿

が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
窯
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、

昨
年
２
月
か
ら
、
山
田
脩
二
さ
ん

ら
地
元
の
瓦
師
20
人
が
、
製
作
を

進
め
、
昨
年
４
月
に
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
薪
で
一
昼
夜
、
焼
き
上
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
焼
き
ム
ラ
が
で

き
、
昔
な
が
ら
の
独
特
の
味
わ
い

の
あ
る
瓦
が
生
産
で
き
ま
す
。

　

山
田
さ
ん
は
、
日
本
を
代
表
す

▲阿部さん

阿
部
茂
幸
さ
ん
に
全
国
体

育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰

淡
路
人
形
座
と
三
原
・
淡
路
三
原
高
校
が
海
外
公
演
へ

世
界
に
羽
ば
た
く
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

諭ゆ

鶴づ
る

羽は

古
道
の
石
碑
を
建
立

　

灘
黒
岩
水
仙
郷
の
開
園
に
合
わ

せ
て
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
る
、

諭
鶴
羽
神
社
前
に
「
諭
鶴
羽
古

道
」
を
示
す
石
碑
が
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
高
さ
１
６
０
㎝
の
石
碑
に

は
、「
諭
鶴
羽
古
道
」
を
上
部
に

表
示
し
、
表
参
道
（
灘
黒
岩
）
と

裏
参
道
（
諭
鶴
羽
ダ
ム
・
牛
内
ダ

ム
）
の
入
り
口
ま
で
の
距
離
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
23
日
、
山
開
き
の
神
事
に

併
せ
、
神
社
役
員
約
20
人
が
出
席

す
る
中
、
石
碑
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
翌
24
日
に
は
、
黒
岩

自
治
会
の
方
に
よ
り
、
諭
鶴
羽
古

道
の
清
掃
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

諭
鶴
羽
山
は
、
平
安
時
代
か
ら

明
治
以
前
ま
で
修
験
者
の
霊
場
と

し
て
栄
え
、
古
道
は
、
世
界
遺
産

の
「
熊
野
古
道
」
に
並
ぶ
信
仰
の

道
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
人
々
の

生
活
の
道
と
し
て
活
躍
。
現
在
、

近
畿
百
名
山
な
ど
に
選
定
さ
れ
、

登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
の
道
と
し
て

も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
登
山
道
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

登
山
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

▲石碑の除幕式に出席した地元関係者の皆さん

　

西
淡
Ｃ
・
Ｍ
・
Ｃ
は
、
カ
ラ
オ

ケ
愛
好
家
が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
佐

藤
繁
俊
さ
ん
（
松
帆
）
を
会
長
に

21
人
の
メ
ン
バ
ー
は
、
25
年
も
の

間
、
自
慢
の
声
を
活
か
し
て
、
老

人
ホ
ー
ム
訪
問
や
市
の
広
報
朗
読

テ
ー
プ
作
製
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

広
報
紙
の
朗
読
で
は
、
地
域
の

目
の
不
自
由
な
方
々
に
と
っ
て
、

有
意
義
な
情
報
を
選
び
、
聞
き
取

り
や
す
い
表
現
に
配
慮
し
て
毎
月

録
音
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

90
分
テ
ー
プ
A
面
に
は
、
広
報

の
朗
読
を
、
Ｂ
面
に
は
、
ふ
れ
あ

い
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
施
設
訪
問

の
様
子
が
録
音
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
２
日
、
松
帆
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
、
広
報
12
月
号
の
朗
読
で

３
０
０
号
記
念
と
な
る
収
録
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
、
８
人
で

朗
読
箇
所
を
割
り
振
っ
た
あ
と
、

心
待
ち
に
し
て
い
る
人
た
ち
の
姿

▲広報を朗読し、テープに録音

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
25
周
年
の
西
淡
Ｃ
・
Ｍ
・
Ｃ

広
報
朗
読
テ
ー
プ
３
０
０
号

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
記
念
号

を
吹
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

る
写
真
家
と
し
て
活
躍
後
、
昭
和

57
年
か
ら
津
井
に
移
り
住
み
、
瓦

師
へ
と
転
身
。
現
在
は
瓦
業
界
の

振
興
の
た
め
多
方
面
で
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

12
月
３
日
、
地
元
・
津
井
幼
稚

園
児
38
人
を
招
い
て
、
瓦
を
焼
い

た
後
の
余
熱
で
作
っ
た
焼
き
芋
を

振
舞
い
ま
し
た
。
昔
は
こ
の
窯
で

芋
や
餅
を
焼
い
て
食
べ
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
、
ほ
の
か
に
木
の
香
り

が
す
る
焼
き
芋
は
、
中
ま
で
し
っ

と
り
と
や
わ
ら
か
く
、
絶
品
。
園

児
は
「
お
い
し
い
」
と
喜
ん
で
食

べ
て
い
ま
し
た
。山
田
さ
ん
は「
産

地
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
こ
ん
な

思
い
出
も
印
象
深
く
残
る
の
で

は
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

森
崎
文
明
さ
ん
に

社
会
教
育
功
労
者
表
彰

阪
本
栄
治
さ
ん
に

と
も
し
び
の
賞 ▲森崎さん▲阪本さん ▲由井さん

由
井
花
子
さ
ん
に

地
域
文
化
功
労
者
表
彰

い
」
と
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。


